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　八月某日。寿地区（横浜市中区）の夏祭りは今年も賑やかだった。お手製の神
輿を担いで練り歩く子ども達を、通りに立ち、座るおとなたちは、「わっしょ
い！」と声を掛け合い目を細めて眺める。時折、拍手が沸いたりもする。
　村田由夫さん（６４歳）は寿福祉センター保育所の所長だ。寿福祉センターを設
置・運営する社会福祉法人神奈川県匡済会は、米騒動をきっかけに大正７年に「ノ
ブレス・オブリージュ」（高貴なる義務）を掲げ創設された歴史をもつ。
　村田さんが寿に来たのは昭和４３年。福祉センターの開設準備に関わり、相談、
診療、保育の三部門で寿で暮らす人々の生活支援をはじめた。折りしもオイル
ショックの影響を直接受けた寿の住民たちは様々な問題を抱えていた。村田さん
は取っ組み合いのケンカも含めて相談を受けながら一人ひとりとつきあい、寿の
町に関わり続けてきた。「地域に丸ごと関われる魅力」が好きで、今は「寿地区自
治会」の会長、アルコール依存症者の回復を援助する「ＮＰＯ法人市民の会　寿
アルク」の理事長も歴任。「寿地区が日雇労働者の町から単身高齢者の暮らす町に
変わっていく新たな可能性へ期待、一方、警備や監視の強化による社会の安全志
向のあり方が気がかり」だと言う。
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「生活福祉資金」をめぐる状況 ………… ２
ＮＥＷＳ＆ＴＯＰＩＣＳ ……………… ４
�  ………………………… ６

�

神奈川の福祉は今－大磯町の巻－ …… １０
�

地域包括支援センター
　受託社協情報交換会 ……………………… １２
�

高次脳機能障害者支援スペースナナ … １６

参加と協働

連 載

県社協のひろば

かながわＨＯＴ情報

特 集



２第６７０号　福祉タイムズ　２００７．９．１５

特集

「生活福祉資金」をめぐる状況
世帯の自立支援と新たな社会的課題への対応

　

生
活
福
祉
資
金
を
め
ぐ
っ
て
は
、
平
成
十
九
年
三
月
の
厚
生
労
働
省
か
ら
の
通
知
に
よ
り
、
そ
の
運
営
に
つ
い
て
制
度
要

綱
の
一
部
改
正
や
新
し
い
制
度
の
創
設
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
生
活
福
祉
資
金
は
従
来
の
九
種
類
の
資
金
を
八

資
金
に
統
合
す
る
こ
と
、
新
た
な
社
会
的
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
緊
急
小
口
資
金
の
貸
付
限
度
額
を
変
更
す
る
こ
と
な

ど
で
す
。
こ
こ
で
は
、
適
正
な
活
用
に
向
け
、
改
め
て
制
度
の
目
的
や
資
金
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
す
。

制
度
の
拡
大
と
多
様
化

　

生
活
福
祉
資
金
は
、
他
か
ら
の
借
入
が

困
難
な
低
所
得
者
や
障
害
者
、
高
齢
者
に

対
し
、
資
金
の
借
入
を
通
じ
て
そ
の
世
帯

に
必
要
な
援
助
・
相
談
等
を
行
う
こ
と
で
、

経
済
的
な
自
立
と
生
活
意
欲
を
促
し
、
在

宅
福
祉
・
社
会
参
加
の
促
進
を
図
っ
て
い

く
と
い
う
制
度
で
す
。　

昭
和
三
十
年
に

創
設
（
当
時
は
「
世
帯
更
生
資
金
」）
以

来
、
大
災
害
時
の
被
災
世
帯
に
対
す
る
特

例
措
置
を
は
じ
め
と
し
、
そ
の
時
代
や
社

会
の
必
要
に
応
じ
柔
軟
に
運
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
十
四
年

度
か
ら
五
年
の
間
に
、
こ
れ
ま
で
の
資
金

と
そ
の
性
格
や
運
用
が
異
な
る
三
つ
の
新

た
な
制
度
が
創
設
さ
れ
る
な
ど
、
種
類
が

拡
大
さ
れ
、
利
用
者
層
の
変
化
や
手
続
き

も
複
雑
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
（
資
金
内

容
は
左
頁
・
一
覧
表
参
照
）。

　

今
回
の
改
正
で
は
、
ま
ず
資
金
の
整
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。
従
来
の「
住
宅
資
金
」

は
「
福
祉
資
金
」
の
「
福
祉
費
」
に
統
合

さ
れ
ま
し
た
が
、
貸
付
限
度
額
や
据
え
置

き
期
間
（
借
入
か
ら
実
際
に
償
還
・
返
済

が
は
じ
ま
る
ま
で
の
期
間
）
な
ど
は
こ
れ

ま
で
ど
お
り
で
す
。

新
た
な
社
会
課
題
へ
の
対
応

　

今
回
の
改
正
で
は
、「
緊
急
小
口
資
金
」

の
貸
付
限
度
額
が
従
来
の
五
万
円
か
ら
十

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
背
景

に
は
、
多
重
債
務
の
予
防
と
い
う
視
点

が
、国（
内
閣
府
）で
決
定
し
た「
多
重
債
務

問
題
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
平
成
十
九
年
四

月
）」の『
既
存
の
消
費
者
向
け
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
貸
付
』
に
お
い
て
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
緊
急
小
口
資
金
は
あ
く
ま
で

も
多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め
の
予
防
と

し
て
活
用
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
対
象
と

な
る
要
件
は
国
の
通
知
の
範
囲
と
な
り
ま

す
の
で
、
貸
付
相
談
時
に
き
ち
ん
と
確
認

し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
新
た
に
創
設
さ
れ
た
資
金

は
「
要
保
護
世
帯
向
け
長
期
生
活
支
援
資

金
」
と
い
い
ま
す
。
こ
の
制
度
要
綱
で
は

『
一
定
の
居
住
用
不
動
産
を
有
し
、
将
来

に
わ
た
り
そ
の
住
居
を
所
有
し
、
又
は
住

み
続
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
要
保
護
（
借

入
申
込
者
の
属
す
る
世
帯
が
、
本
貸
付
を

利
用
し
な
け
れ
ば
、
生
活
保
護
の
受
給
を

要
す
る
世
帯
で
あ
る
と
福
祉
事
務
所
が
認

め
た
世
帯
）
の
高
齢
者
世
帯
に
資
金
の
貸

付
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
世
帯
の
自

立
を
支
援
し
、
併
せ
て
生
活
保
護
の
適
正

化
を
図
る
こ
と
』
を
目
的
と
し
て
お
り
、

福
祉
事
務
所
を
通
じ
て
の
借
入
申
込
み
と

な
り
ま
す
。
県
社
協
で
は
こ
の
貸
付
制
度

の
実
施
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
生
活
福
祉

資
金
と
そ
の
性
格
や
運
用
内
容
が
異
な
る

た
め
、
関
係
機
関
等
と
慎
重
に
協
議
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

生
活
の
建
て
直
し
の
た
め
の
資
金
活
用

　

生
活
福
祉
資
金
は
そ
の
目
的
ど
お
り
、

資
金
の
借
入
を
通
じ
た
生
活
支
援
で
す
。

そ
の
た
め
、
各
世
帯
に
応
じ
た
償
還
計
画

を
た
て
、
時
に
は
見
直
し
な
が
ら
、
貸
付

金
の
返
済
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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生
活
福
祉
資
金
は
貸
付
制
度
で
あ
り
、

�
福
祉
の
資
金
�
だ
か
ら
計
画
ど
お
り
返

済
し
な
く
て
も
い
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、「
長
期
生
活
支
援
資

金
」
な
ど
不
動
産
を
担
保
と
し
て
お
預
か

り
す
る
資
金
以
外
は
物
的
な
担
保
無
し
で

資
金
を
お
貸
し
す
る
た
め
、
貸
付
時
に
必

要
な
書
類
を
確
実
に
ご
提
出
い
た
だ
き
、

そ
の
内
容
を
審
査
し
た
う
え
で
貸
付
決
定

（
貸
付
の
た
め
の
「
審
査
委
員
会
」
で
決

定
。
た
だ
し
資
金
に
よ
り
委
員
会
の
承
認

を
得
な
く
て
よ
い
も
の
も
あ
る
）し
ま
す
。

　

生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
原
資
は
、
原

則
、
回
収
し
た
貸
付
金
を
も
と
に
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
貸
付
金
が
計
画

ど
お
り
償
還
さ
れ
な
い
と
、
貸
付
の
た
め

の
基
金
を
取
り
崩
さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
資
金
を
必
要
な
世
帯
に
貸
付
、

そ
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
も
、
適
正

な
活
用
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
は

「
債
権
管
理
」も
大
き
な
課
題
で
あ
り
、現

在
、法
律
的
な
対
応
も
含
め
債
権
管
理
の

し
く
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

県
社
協
と
し
て
目
的
の
確
認
と
的
確
な
運

用
努
力
が
常
に
求
め
ら
れ
、
そ
の
対
応
に

今
後
と
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
地
域
福
祉
部　

生
活
支
援
担
当
）

�　

－

　

－

1
4
2
6

045

311

（注１）低－低所得世帯、障－障害者世帯（身障手帳・療育手帳・精神保健福祉手帳所持者がいる世帯）、高－高齢者（６５歳以上の日常生活に要介護
者）がいる世帯、生－生活保護世帯、失－失業者世帯

（注２）貸付契約が終了（借受人の死亡時等、貸付契約の終了時）した時点で償還開始となる。
〈利子等〉○貸付利子は原則年３％です。（修学資金・療養・介護等資金は無利子）

　○延滞利子は年１０．７５％です。（最終償還期限を過ぎた延滞元金に対し日割りで加算されます）
　○この表は貸付条件の概要を掲載しているもので、この他収入条件等必要関係書類とあわせて貸付審査をすることになります。
※資金により、貸付条件など異なりますので、お住まいの地域の市区町村社会福祉協議会または、県社協生活支援担当までお問い合わせく
ださい。

平成１９年度　生活福祉資金（離職者支援資金）一覧表（概要）
貸付対象世
帯（注１）

資金の使途・説明据置期間貸付限度額資金の種類

低・障・生
世帯の自立更生のために必要な事業を開始・拡張するための
資金

１年以内３，０４０，０００円
生業費

更
生
資
金

１年６ヶ月以内５，５００，０００円

低・生
就職するために必要な資格取得並びに教育、訓練などに必要
な資金、資金利用者が生計中心者である場合は、その期間内
の生計維持に必要な資金技能習得後

６ヶ月以内

１，１００，０００円
１５０，０００円

技能習得費

障
障害者が就職するために必要な資格取得並びに教育、訓練な
どに必要な資金、資金利用者が生計中心者である場合は、そ
の期間内の生計維持に必要な資金

１，３００，０００円
１５０，０００円

低・障
生・高

差し迫った住居の移転に必要な費用／技能習得の支度費／結
婚、出産、葬祭費用／国民年金掛金の追納費用／障害者の自
動車の車検等費用／高齢者、障害者の小規模な住宅改修

６ヶ月以内

５００，０００円福祉費

福
祉
資
金

障・高高額な福祉機器などの購入に必要な費用１，２００，０００円障害者等福祉用具購入費

障
自動車運転免許を保有する障害者が自ら運転して社会参加す
るための車購入費用／障害者の通院、通学を含む社会参加の
ために家族が運転する車購入費用

２，０００，０００円障害者自動車購入費

低中国残留邦人等の国民年金追納の費用４，７０４，０００円中国残留邦人等国民年金追納費
低・障・高住宅の増改築、補修、保全などに必要な費用

６ヶ月以内
２，５００，０００円

福祉費（住宅）
障・高障害・高齢のために住宅の増改築・補修などに必要な費用３，１００，０００円

低・生
就学するために必要な費用で、学校の標準終業年限の終期ま
で対象
※高等学校・短大・大学等学校の種類により貸付限度額も異なります

卒業後
６ヶ月以内

３５，０００円

修学費
修
学
資
金

６０，０００円
６０，０００円
６５，０００円

低・生学校入学時に必要な費用（１年次の５月中の申込分まで）５００，０００円就学支度費

低・高
病気（急性期状態）・負傷の治療費用、およびその期間中の生
計を維持するために必要な費用

最終貸付日より
６ヶ月以内

１，７００，０００円療養費療
養
・
介
護
等

資
金

低・障・高
介護保険対象サービス及び自立支援法対象サービスを受ける
ために一時的に対応できなくなる支払費用、及びその期間中
の生計を維持するために必要な費用

２，３００，０００円介護等費

低
災害に遭って、復旧するために必要な諸費用について対象
（罹災時より６ヶ月以内申込）

１年以内１，５００，０００円災害援護資金

低

①医療費又は介護費の支払②給与等の盗難、紛失③年金、保
険、公的給付（除生保支給）の初回給付まで④火災等被災な
どの条件により緊急的、一時的に生計の維持が困難となった
場合の費用

２ヶ月以内１００，０００円緊急小口資金

高
低所得の高齢者世帯に対し、現に居住する不動産を担保とし
て生活費を貸し付ける資金

据置なし（注２）３００，０００円長期生活支援資金

失
離職して２年以内であり、就職活動中であるが、勤務先が決
まらず、現段階で雇用保険も受給していない生計中心者が、
生活を維持するために必要な費用

最終貸付日より
１年以内

２００，０００円
（単身者は
１００，０００円）

離職者支援資金
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平
成
十
八
年
度 

県
内
の
高
齢
者
虐
待
の
件
数
が
公
表

　
「
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養

護
者
に
対
す
る
支
援
者
等
に
関
す
る
法
律

（
以
下
、「
高
齢
者
虐
待
防
止
法
」）」
が
施

行
さ
れ
た
の
は
平
成
十
八
年
四
月
一
日
で

す
。
同
法
は
高
齢
者
虐
待
に
係
る
通
報
を

義
務
づ
け
て
い
ま
す
。

　

先
般
、
市
町
村
を
通
じ
て
把
握
さ
れ
た

虐
待
の
状
況
が
県
高
齢
福
祉
課
か
ら
公
表

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
家
族
等

の
養
護
者
に
よ
る
在
宅
高
齢
者
に
対
す
る

虐
待
の
報
告
は
四
百
七
十
六
件
、
養
介
護

施
設
従
事
者
等
に
よ
る
虐
待
の
報
告
は
六

件
に
な
り
ま
す
。

　

在
宅
高
齢
者
の
虐
待
の
内
容
は
、
身
体

的
虐
待
三
一
七
件
（
六
六
・
六
％
）、
心
理

的
虐
待
一
八
六
件
（
三
九
・
一
％
）、
ネ
グ

レ
ク
ト
一
六
六
件
（
三
四
・
九
％
）、
経
済

的
虐
待
一
三
一
件
（
二
七
・
五
％
）、
性
的

虐
待
四
件
（
〇
・
八
％
）。
虐
待
者
は
、
息

子
一
八
七
件
（
三
九
・
二
％
）、
娘
八
三
件

（
一
七
・
四
％
）、
夫
七
九
件
（
一
六
・
六

％
）、
息
子
の
妻
三
二
件
（
六
・
七
％
）、

妻
二
六
件（
五
・
五
％
）の
順
で
、
約
九
割

が
家
族
・
親
族
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

報
告
の
あ
っ
た
虐
待
に
つ
い
て
市
町
村

は
、
家
族
等
に
よ
る
虐
待
に
対
し
て
は
、

高
齢
者
を
虐
待
者
か
ら
分
離
し
て
保
護
し

た
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
支
援
を

行
い
、
養
介
護
施
設
従
事
者
等
に
よ
る
虐

待
に
対
し
て
は
、
事
実
の
確
認
を
行
い
、

改
善
報
告
の
提
出
を
求
め
た
り
、
口
頭
に

よ
る
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

県
も
高
齢
者
虐
待
の
防
止
に
向
け
て
、

啓
発
普
及
、
研
修
、
権
利
擁
護
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

浜
市
栄
区
）
を
会
場
に
、
第
一
部
（
五
月

十
二
日
〜
二
十
七
日
）、
第
二
部
（
八
月
四

日
〜
十
九
日
）
に
分
か
れ
て
、
約
三
百
五

十
点
ず
つ
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

絵
は
多
彩
で
す
が
、
多
く
の
作
品
が

「
人
」
を
描
い
て
い
ま
す
。
か
な
が
わ
国

際
交
流
財
団
に
よ
る
工
夫
で
、
作
品
は
、

国
ご
と
、
年
齢
ご
と
に
展
示
さ
れ
て
お

り
、
会
場
を
訪
れ
た
夏
休
み
中
の
子
ど
も

た
ち
は
、
国
の
名
前
を
読
み
上
げ
な
が

ら
、
絵
を
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。
自
分
と

同
年
代
の
子
ど
も
の
絵
に
「
上
手
だ
ね
」

と
感
想
を
口
に
し
て
親
近
感
を
表
す
姿
も

散
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
展
は
次
表
の
と
お
り
、
県
内
各
地
で

巡
回
展
を
開
き
ま
す
。

９月４日－９月１０日川崎市国際交流センター
９月１４日－９月２４日県立相模湖交流センター
１０月２日－１０月８日平塚市美術館
１０月５日－１０月１１日座間市民文化会館
１０月１５日－１０月２１日南足柄市役所アトリウム
１０月２３日－１０月２８日藤沢市民ギャラリー

１０月３０日－１１月４日
おだわら国際交流ラウンジ
小田原しみん学習フロア

１１月７日－１１月１２日海老名市民ギャラリー
１１月１７日－１１月２７日茅ヶ崎市青少年会館
１２月４日－１２月７日葉山町立図書館
１２月１２日－１２月１６日寒川町民センター
１２月１８日－１２月２５日横須賀市文化会館
１月７日－１月１１日逗子文化プラザギャラリー
１月１５日－１月１８日大和市役所
２月２日－２月１７日ＪＩＣＡ横浜国際センター
３月１５日－３月２３日山北町中央公民館

　

絵
画
を
通
じ
て
児

童
の
想
像
力
を
育

み
、
多
文
化
共
生
の

実
現
に
向
け
て
理
解

し
合
う
た
め
、
県
で

は
広
く
世
界
各
地
か

ら
児
童
画
を
募
集
し
展
覧
す
る
国
際
児
童

画
展
を
一
九
八
〇
年
か
ら
隔
年
で
開
催
し

て
い
ま
す
。
本
年
は
十
四
回
目
と
な
り
、

八
十
五
カ
国
の
四
歳
か
ら
十
五
歳
ま
で
の

子
ど
も
達
が
二
三
、
八
八
九
点
を
応
募
し

ま
し
た
。

　

大
賞
三
点
を
含
む
入
賞
作
品
五
二
三
点

が
、
地
球
市
民
か
な
が
わ
プ
ラ
ザ　
（
横

第
十
四
回
カ
ナ
ガ
ワ
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

国
際
児
童
画
展
開
催
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　NEWS
＆　

TOPICS　　　

　

平
成
十
九
年
八
月
三
十
一
日
付
け
厚
生

労
働
省
告
示
第
二
百
九
十
号
に
基
づ
き
、

平
成
十
九
年
度
共
同
募
金
運
動
を
十
月
一

日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
三
カ
月

間
、
全
国
一
斉
に
展
開
し
ま
す
。
県
内
の

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
た
め
に
、
皆
さ
ま

の
温
か
い
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
平
成
十
九
年
度
共
同
募
金
目
標
額
〜 

十
二
億
三
千
四
百
万
円
を
目
標
に
〜

　

社
会
福
祉
法
第
百
十
九
条
の
規
定
に
基

づ
く
、
平
成
十
九
年
度
共
同
募
金
の
募
金

目
標
額（
配
分
計
画
額
）は
十
二
億
三
千
四

百
万
円
。
こ
の
目
標
額
は
、「
図
表
」
に
よ

る
配
分
計
画
を
も
と
に
設
定
し
ま
し
た
。

◆
新
た
な
募
金
・
広
報
活
動
へ
の
取
り
組

み
〜
共
同
募
金
仕
様
自
動
販
売
機
の
設
置

推
進
〜

　

共
同
募
金
運
動
の
新
た
な
募
金
・
広
報

活
動
の
一
環
と
し
て
、
共
同
募
金
仕
様
の

自
動
販
売
機（
清
涼
飲
料
水
）が
誕
生
し
ま

し
た
。
設
置
先
へ
の
販
売
手
数
料
と
は
別

に
、
売
上
一
本
当
た
り
六
円
が
共
同
募
金

寄
付
金
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。
平
成

十
九
年
度
か
ら
県
内
福
祉
施
設
を
中
心
に

設
置
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
新
た
に
横

浜
銀
行
を
は
じ
め
、
病
院
や
駅
前
な
ど
に

も
設
置
先
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
同
機
の

設
置
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
全
国
共
通
配
分
テ
ー
マ
「
安
心
・
安
全

の
街
づ
く
り
支
援
」
〜
市
区
町
村
社
会
福

祉
協
議
会
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
重
点
配
分
〜

　

共
同
募
金
運
動
六
十
年
（
平
成
十
八
年

度
）を
機
に
、中
央
共
同
募
金
会
お
よ
び
都

道
府
県
共
同
募
金
会
で
、
全
国
共
通
配
分

テ
ー
マ
を
協
議
し
た
結
果
、
誰
も
が
安
心

し
て
住
み
な
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
た
い
と

い
う
願
い
の
も
と
に
、「
安
心
・
安
全
の
街
づ

く
り
支
援
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
ま

し
た
。
県
共
同
募
金
会
で
は
こ
の
テ
ー
マ

に
即
し
た
重
点
配
分
事
業
と
し
て
、
平
成

十
九
年
十
月
、
市
区
町
村
社
会
福
祉
協
議

会
に
Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）の

現
物
配
分
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

◆
平
成
十
九
年
新
潟
県
中
越
沖
地
震
の
被

災
者
支
援
〜
災
害
準
備
金
か
ら
千
三
百
九

十
三
万
円
を
拠
出
〜

　

去
る
七
月
に
発
生
し
た
「
新
潟
県
中
越

沖
地
震
」
に
よ
る
被
災
者
支
援
を
行
う
た

め
に
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
一
都
九
県
の
共
同

募
金
会
が
保
有
す
る
災
害
準
備
金
を
、
総

額
一
億
円
拠
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
都
県
ご
と
の
拠
出
割
合
は
過
去
三
年

間
の
募
金
実
績
を
基
礎
と
し
て
、
本
県
共

同
募
金
会
で
は
千
三
百
九
十
三
万
円
を
拠

出
し
ま
し
た
。同
準
備
金
は
、被
災
地
の
社

会
福
祉
協
議
会
が
中
心
と
な
っ
て
立
ち
上

げ
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
活

動
資
金
な
ど
と
し
て
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

（
県
共
同
募
金
会
�　

－

　

－

６
３
３
９
）

045

312

平
成
十
九
年
度
共
同
募
金
運
動
を
開
始
し
ま
す
！

〜
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
〜

共同募金寄付金付「清涼飲料水自動販売機」（サッポロ飲料株式会社）設置状況表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【２００７．９．１現在】

設置日設置地域設置場所設置主体

Ｈ１９．３．１９鎌倉市施設内（福）麗寿会　ふれあいの泉（特養）

Ｈ１９．４．１２横浜市神奈川区施設内（福）さくら会　羽沢の家（特養）

Ｈ１９．５．１７座間市施設敷地内（福）成光福祉会　成光学園（児童養護施設）

Ｈ１９．６．２１横須賀市施設内（福）阿部睦会　共楽荘（養護老人ホーム）

Ｈ１９．６．２８横浜市緑区施設敷地内（福）和徳会　長津田幼児アカデミー（保育所）

Ｈ１９．６．２８横浜市緑区長津田駅前（福）和徳会　長津田幼児アカデミー（保育所）

Ｈ１９．７．３１横浜市戸塚区屋外（財）十愛会　十愛病院

Ｈ１９．７．３１横浜市西区６階ＥＶ前横浜銀行　横浜駅前支店

Ｈ１９．８．６横浜市港北区６階食堂横浜銀行　事務センター

Ｈ１９．８．１６横浜市神奈川区屋外（財）柿葉会　神奈川診療　
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福
祉
施
設
に
と
っ
て
の
課
題

　

施
設
か
ら
み
た
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
感
性
の
豊
か
さ
を
運
ん
で
く
れ
る
貴

重
な
存
在
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
施
設
で

の
経
験
を
本
人
自
身
が
豊
か
に
受
け
止

め
、
大
学
等
で
の
学
習
の
更
な
る
動
機
付

け
に
つ
な
げ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
福
祉
施
設
の
職
員
は
、
学
生

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
一
人
ひ
と
り
に
対
応
で

き
る
状
況
に
無
い
こ
と
も
現
実
で
す
。

　

そ
こ
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ

る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
た
り
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、
少
し
で

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
接
点
を
多
く
す
る

こ
と
で
、
高
齢
者
・
障
害
者
な
ど
の
利
用

者
の
理
解
を
得
よ
う
と
す
る
施
設
が
少
し

ず
つ
出
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
学
生
が
施
設
で
体
験
し

た
こ
と
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
受
入
担
当
職
員
な
ど
）が
把
握
し
、

施
設
と
し
て
学
生
た
ち
に
ど
う
返
し
て
い

く
か
、
ま
た
、
施
設
の
利
用
者
に
対
す
る

支
援
の
向
上
に
も
つ
な
げ
て
ほ
し
い
も
の

と
思
い
ま
す
。

学
生
の
力
量
を
ど
う
高
め
る
か

　

横
須
賀
市
社
協
は
、
毎
夏
、
高
校
生
・

大
学
生
が
企
画
・
運
営
の
主
体
と
な
っ
て

実
施
す
る
「
ふ
れ
あ
い
キ
ャ
ン
プ
」
を
三

十
年
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
去
る
八
月
十
一
日
・
十
二
日

の
二
日
間
に
か
け
て
、
鴨
居
地
域
活
動
セ

ン
タ
ー
（
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
併
設
）

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
い
と
手
を
上
げ
て
き
た
十
八

名
の
知
的
障
害
児
・
者
（
小
学
生
九
名
、

中
学
生
四
名
、
高
校
生
五
名
）
と
、
ほ
と

ん
ど
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
は
じ
め
て

と
い
う
高
校
生
七
名
と
大
学
生
七
名
が
共

に
一
泊
す
る
と
い
う
設
定
で
す
。

　

こ
の
一
泊
二
日
の
た
め
に
、
こ
の
高
校

生
・
大
学
生
ら
で
「
実
行
委
員
会
」
を
構

成
し
、
六
月
下
旬
か
ら
当
日
ま
で
に
十
回

以
上
の
打
合
せ
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
打

合
せ
で
は
、
一
つ
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
、
知
的
障
害
児
・
者
へ
の
理
解
を
は

じ
め
、
日
中
時
の
遊
び
の
内
容
や
、
就
寝

時
の
注
意
、
翌
朝
に
は
何
を
す
る
か
、
そ

し
て
誰
が
何
に
気
を
配
る
か
な
ど
、
何
回

も
確
認
を
重
ね
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
は
、
一
人
ひ
と
り
が
普
段
は
意

識
し
な
い
で
あ
ろ
う
「
生
活
す
る
と
い
う

こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
？
」「
人
に

よ
る
違
い
っ
て
何
だ
ろ
う
？
」
と
い
う
、

誰
も
が
当
初
は
思
い
も
し
な
か
っ
た
こ
と

が
、会
話
を
通
し
て
浮
き
出
て
き
て
、キ
ャ

ン
プ
を
楽
し
く
、
安
全
に
過
ご
し
て
い
く

た
め
の
共
通
理
解
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

副
実
行
委
員
長
の
金
城
信
彦
さ
ん
（
関

東
学
院
大
生
）
は
、「
ま
ず
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
の
不
安
や
障
害
に
対
す
る
先
入

観
を
自
覚
す
る
こ
と
を
大
事
に
し
ま
し

た
。そ
の
上
で
、子
ど
も
や
学
生
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
何
か
に
気
づ
い
た
こ
と
だ
け
で
も
大

き
な
収
穫
で
し
た
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

支
え
よ
う　

学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

　

か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
は
、
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
本
人
に
と
っ
て
は
貴
重
な
体
験
と
な
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
依
頼
す
る
団
体
・
施
設
側
に
と
っ
て
は
新
鮮
で
貴
重
な
人
材
と
と
ら
え
ら
れ
、「
よ
か
っ

た
」と
の
双
方
の
声
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
学
生
側
と
依
頼
側
双
方
に
、
期
待
通
り
に
な
ら
な
い
ギ
ャ

ッ
プ
も
あ
る
よ
う
で
す
。
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
え
る
た
め
の
課
題
と
横
須
賀
市
で
の
学
生
主

体
の
活
動
事
例
を
取
り
上
げ
ま
す
。

楽しいキャンプにしようと、何回にも及ぶ
実行委員会を開催していきました
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こ
の
よ
う
な
力
強
い
言
葉
か
ら
は
、
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
躍
動
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。
こ
う
し
た
地
道
に
創
り
あ
げ
る

取
組
み
が
、
今
後
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
重
要
な
基
礎
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
内
容
で
あ
っ
て
も
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
何
か
を
体
験
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
自
身
の
成
長
へ

と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
体
験
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
「
福
祉
の
土
壌
づ

く
り
」
に
つ
な
が
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
中
や
福
祉
施
設
、
既
存
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
の
か
か
わ
り
の
中

な
ど
、
様
々
な
場
面
で
、
多
く
の
人
々
と

の
交
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
身
が
支
え
ら
れ
、
自
ら

の
成
長
を
は
か
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
今
後
の
活
動
の
展
開
が
ま
す
ま
す

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
（
か
な
が
わ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
）

　

と
も
し
び
運
動
推
進
担
当
で
は
、
障
害

者
・
高
齢
者
の
方
を
対
象
に
、
各
種
機
器

や
支
援
ソ
フ
ト
の
活
用
で
社
会
参
加
と
自

立
を
支
援
す
る
Ｉ
Ｔ
支
援
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

南
足
柄
市
か
ら
来
所

　

こ
の
度
、「
南
足
柄
市
と
も
し
び
運
動

推
進
連
絡
会
」
の
企
画
で
、
当
事
者
団
体

（
母
子
・
寡
婦
家
庭
）
の
「
あ
ざ
み
の
会
」

の
方
々
が
本
会
Ｉ
Ｔ
サ
ロ
ン
と
福
祉
用
具

展
示
場
に
来
所
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
さ
れ

た
寡
婦
家
庭
の
方
々
の
世
代
は
、
学
習
す

る
余
裕
が
無
か
っ
た
時
代
を
過
ご
し
て
き

ま
し
た
。「
パ
ソ
コ
ン
に
興
味
関
心
は
あ

っ
て
も
学
ぶ
場
へ
な
か
な
か
踏
み
出
せ
な

か
っ
た
。
け
れ
ど
、
同
じ
境
遇
の
仲
間
と

一
緒
な
ら
ば
や
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
会

員
の
声
が
、
こ
の
事
業
の
き
っ
か
け
だ
っ

た
そ
う
で
す
。

体
験
に
感
嘆
の
声

　

当
日
は
、
ま
ず
Ｉ
Ｔ
サ
ロ
ン
で
障
害
者

対
応
の
機
器
類
を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
し

て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
時
の
注
意
に
つ

い
て
講
義
を
受
け
、
実
際
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
操
作
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
初
め

て
パ
ソ
コ
ン
に
さ
わ
る
方
も
お
ら
れ
ま
し

た
が
、「
便
利
ね
」、「
面
白
い
ね
」
な
ど
感

嘆
の
声
が
い
く
つ
も
挙
が
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
福
祉
用
具
展
示
場
に
移
動

し
、
自
助
具
や
介
護
ベ
ッ
ド
、
車
い
す
等

の
操
作
を
体
験
し
ま
し
た
。

を
通
し
て
や
り
た
い
こ
と
を
実
現
し
た
い

と
感
じ
た
方
も
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
。

　

見
慣
れ
ぬ
機
械
に
過
ぎ
な
か
っ
た
パ
ソ

コ
ン
に
最
初
は
顔
も
指
先
も
こ
わ
ば
っ
て

い
た
方
が
、
時
間
と
と
も
に
笑
顔
に
溢
れ

て
い
き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

う
こ
と
で
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
作
っ
て

い
け
る
こ
と
に
気
づ
き
、
帰
路
で
は
「
年

間
を
通
し
て
講
習
を
受
け
た
い
」、「
最
初

は
ド
キ
ド
キ
だ
っ
た
け
ど
ワ
ク
ワ
ク
に
変

わ
っ
た
」、「
息
子
の
パ
ソ
コ
ン
で
や
っ
て

み
よ
う
」
な
ど
の
会
話
が
弾
ん
だ
そ
う
で

す
。

　

ま
た
、
福
祉
用
具
・
自
助
具
に
実
際
に

ふ
れ
、
介
護
が
必
要
な
隣
近
所
の
方
へ
情

報
を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
る
と
の
感
想
も

あ
り
ま
し
た
。「《
地
域
福
祉
＝
と
も
し
び

運
動
の
理
念
》
に
基
づ
い
た
事
業
展
開
が

出
来
た
の
で
は
な
い
か
」
と
、
と
も
し
び

運
動
推
進
連
絡
会
の
担
当
社
協
職
員
は
コ

メ
ン
ト
し
て
い
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｔ
支
援
事
業
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う

な
地
域
の
企
画
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

（
と
も
し
び
運
動
推
進
担
当
）

I
T
の
活
用
で
「
と
も
に
生
き
る
福
祉
社
会
」
作
り
を

インターネットの楽しさにふれ
熱心に操作方法を学んでいました。

可
能
性
の
発
見

　

初
め
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ふ
れ
た
参

加
者
の
方
々
は
、
知
り
た
い
情
報
が
簡
単

に
引
き
出
せ
る
こ
と
を
発
見
さ
れ
ま
し

た
。「
自
分
に
も
操
作
で
き
る
」と
い
う
思

い
は
自
信
に
つ
な
が
り
、
パ
ソ
コ
ン
活
用

学生ボランティアや障害のある方にとって、
忘れられない夏休みの一コマになりました
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でか
けてみませんかでか
けてみませんか

　通称ＫＩＬＣ（キルク）。１９９７年４月設立。障害者の自立生活を目指してピ
アカウンセリング（障害者による相談事業）や各種情報提供、障害者施策の
研究・提言など障害当事者の目線で共生社会の実現を目指した活動を展開。
現在、以下の３ヶ所を拠点に活動中。
〈厚木事務所／法人本部〉　厚木市愛甲９５３－２
�：０４６－２４７－７５０３　　ＦＡＸ：０４６－２４７－７５０８
〈平塚事務所／デイサービスセンター・キルク〉　平塚市桃浜町２－３６
�：０４６３－３５－２７１０　　ＦＡＸ：０４６３－３５－２７８６
〈足柄事務所／あしがら自立生活センター〉　南足柄市関本６０９－１
�：０４６５－７１－０５０１　　ＦＡＸ：０４６５－７１－０５０２
法人HP（URL） http://www.kilc.org　E-mail info@kilc.org

ＮＰＯ法人神奈川県障害者自立生活支援センターＪＲ相模線、香川駅周辺を歩く
～湘南地ビール＆県立茅ヶ崎里山公園～
　残暑が厳しかった今年の夏。暑さも少し和らいだこの時期、
食欲や活動欲が出てきていませんか！？
　今回は、ＪＲ相模線にスポットをあてました。この相模線
は、烏帽子岩の海に面した湘南の街茅ヶ崎駅を出発すると相模
川に沿って走り、相模原の橋本まで全18駅の路線です。大正10
年に開通した当初は茅ヶ崎・香川・寒川までの３駅でした。今号
では相模線の中でも歴史ある香川駅周辺を散策してみます。

湘
南
の
蔵
元
、
熊
澤
酒
造 

〜
湘
南
ビ
ー
ル
や
創
作
料
理
に
舌
鼓
〜

　

Ｊ
Ｒ
相
模
線
の
下
り
線
始
発
駅
で
あ
る

茅
ヶ
崎
駅
か
ら
二
駅
目
と
な
る
香
川
駅
。

駅
を
降
り
る
と
大
き
な
桜
の
木
に
迎
え
ら

れ
、
改
札
口
を
出
る
と
ス
ロ
ー
プ
や
車
椅

子
対
応
の
公
衆
ト
イ
レ
が
あ
り
、
香
川
駅

周
辺
散
策
の
出
だ
し
は
好
調
で
す
。

　

さ
て
、
香
川
駅
を
出
て
、
寒
川
方
面
の

踏
み
切
り
を
渡
っ
て
十
分
程
歩
く
と
、
古

め
か
し
い
蔵
造
り
の
建
物
が
見
え
て
き
ま

す
。
そ
こ
は
明
治
時
代
よ
り
百
三
十
年
続

く
日
本
酒
の
蔵
元
、「
熊
澤
酒
造
」。
近
年

は
日
本
酒
だ
け
で
な
く
湘
南
ビ
ー
ル
の
製

造
元
と
し
て
も
知
ら
れ
ま
す
。
熊
澤
酒
造

は
レ
ス
ト
ラ
ン
や
パ
ン
屋
な
ど
も
営
ん
で

お
り
、
美
味
し
い
創
作
料
理
に
舌
鼓
を
打

ち
、
冷
え
た
地
ビ
ー
ル
や
地
酒
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
は
「
Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
ト

ラ
ッ
ト
リ
ア
」、「
蔵
元
創
作
料
理
天
青
」

の
二
店
舗
で
、
ど
ち
ら
も
大
正
時
代
の
土

蔵
や
酒
蔵
を
改
装
し
た
落
ち
着
き
あ
る
空

間
が
と
て
も
魅
力
的
で
す
。
パ
ン
を
扱
う

「
Ｍ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
ベ
イ
カ
ー
＆
ス
イ
ー

ツ
」
で
は
、
四
十
種
類
も
の
パ
ン
が
手
造

り
さ
れ
、
お
土
産
と
し
て
も
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。
レ
ス
ト
ラ
ン
に
予
約
す
る
と
、
酒

造
り
の
過
程
や
ビ
ー
ル
工
場
の
見
学
も
お

願
い
で
き
る
よ
う
で
す
。

県
立
茅
ヶ
崎
里
山
公
園 

〜
懐
か
し
き
美
し
い
里
山
こ
こ
に
あ
り
〜

　

食
事
を
満
喫
し
た
ら
、
茅
ヶ
崎
里
山
公

園
へ
出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。
公
園
へ
は
茅
ヶ
崎
市
内
を
循
環
し
て

走
っ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
え
ぼ

し
号
」
が
便
利
で
す
。
え
ぼ
し
号
は
各
ル

ー
ト
を
走
る
全
三
台
が
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ

ス
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
車
椅
子
の
方
で

も
安
心
し
て
乗
車
で
き
ま
す
。

　

園
内
は
緑
の
多
い
自
然
を
生
か
し
た
と

て
も
広
い
自
然
公
園
に
な
っ
て
お
り
、

「
山
頂
の
村
」、「
子
供
の
村
」、「
谷
の
村
」

と
三
村
が
あ
り
ま
す
。
子
供
の
村
に
は
冒

険
と
ス
リ
ル
を
味
わ
え
る
遊
具
も
あ
り
、

特
に『
風
の
す
べ
り
台
』が
お
勧
め
で
す
！

　

ま
た
見
る
も
涼
し
げ
な
大
小
の
池
が
あ

り
、
家
族
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
し
た
り
、
恋
人

と
の
デ
ー
ト
を
楽
し
ん
だ
り
と
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
に
過
ご
す
も
、
一
日
の
ん
び
り
す

る
も
、
ど
ち
ら
に
も
最
適
で
す
。

　

園
内
に
は
車
椅
子
対
応
ト
イ
レ
が
三
カ

所
に
完
備
さ
れ
、
車
椅
子
駐
車
場
ス
ペ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
園
内
の
点
字
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
も
用
意
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
必
要
な
方
は
園
内
の
管
理
事
務
所
に

立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
く
か
、
事
前
に
お
問

合
せ
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

雄大な景色につられ心も広くなった感じが。
静かな風情をかもし出していてゆっくりとく
つろげます

←
階
段
の
あ
る
箇
所
は
店

員
さ
ん
に
声
を
か
け
る
と

手
伝
っ
て
く
れ
ま
す

→
ど
れ
も
美
味
し
そ
う
な

パ
ン
や
ケ
ー
キ
に
目
移
り

し
て
し
ま
い
ま
す
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Ｊ
Ｒ
御
殿
場
線
・
上
大
井
駅
か
ら
十

五
分
ほ
ど
歩
く
と
、
大
井
町
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
着
き
ま
す
。
そ
の
正
面
玄

関
を
入
れ
ば
、今
回
ご
紹
介
す
る「
と
も

し
び
シ
ョ
ッ
プ
ゆ
う
」（
運
営
＝
大
井
町

の
理
解
と
支
え
が
あ
る
か
ら
で
し
ょ

う
。

　

優
し
さ
と
温
か
さ
に
包
ま
れ
て
い
る

こ
の
シ
ョ
ッ
プ
で
働
く
こ
と
は
、
障
害

の
あ
る
方
た
ち
に
と
っ
て
励
み
に
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
バ
ン
ダ
ナ
と
エ
プ

ロ
ン
を
身
に
つ
け
、
颯
爽
と
シ
ョ
ッ
プ

に
や
っ
て
来
る
姿
に
、
皆
さ
ん
の
意
気

込
み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ　
in

「
ゆ
う
」の
ご
紹
介

て
つ
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

　
「
何
も
わ
か
ら
な
い
中
、
一
か
ら
初

め
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
店
長
の
石
川

さ
ん
。
平
成
九
年
に
開
店
し
て
以
来
、

今
で
は
町
の
顔
の
ひ
と
つ
に
定
着
し
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
も
町
役
場
や
町
社
協

の
方
た
ち
、
そ
し
て
訪
れ
る
お
客
さ
ん

障
害
児
者
親
の
会
竹

の
子
）が
あ
り
ま
す
。

　

シ
ョ
ッ
プ
の
名
前

「
ゆ
う
」
は
、「
や
さ

し
い
（
優
）」
心
を
持

っ
た
方
々
と
「
親
し

く
交
わ
り
（
友
）」、

「
豊
か
な
（
裕
）」
心

を
育
む
場
と
な
れ
ば

…
と
の
願
い
を
込
め

　

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の

飲
み
物
が　

円
、
カ

１８０

レ
ー
ラ
イ
ス
や
ハ
ン

バ
ー
グ
定
食
な
ど
は

　

円
か
ら　

円
と
価

４００

５００

格
が
お
手
頃
な
の
も

魅
力
で
す
。

　

吹
き
抜
け
の
天
井

は
開
放
感
が
あ
り
、

天
気
の
よ
い
日
に

は
、
大
き
な
窓
か
ら
富
士
山
を
眺
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

豊
か
な
自
然
の
中
、
こ
れ
か
ら
も
、

親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
る
シ
ョ
ッ
プ
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

◇
と
も
し
び
シ
ョ
ッ
プ
ゆ
う
◇

�
０
４
６
５－
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【熊澤酒造】茅ヶ崎市香川７－１０－７
■アクセス／ＪＲ相模線香川駅より徒歩約１０分
■駐車場／８０台
■各店舗案内　茅ヶ崎市香川７－１０－７（住所各店舗同じ）
熊澤酒造株式会社（醸造所）　　　　　　�０４６７－５２－６１１８
ＭＯＫＩＣＨＩ　トラットリア　　　　�０４６７－５２－６１１１
蔵元創作料理天青　　　　　　　　　　�０４６７－５２－６１１５
ＭＯＫＩＣＨＩ　ベイカー＆スイーツ　�０４６７－５２－６１４４
※上記は全て「香川店」。他に「茅ヶ崎駅前店」などもあり。
　詳しくは、熊澤酒造のＨＰ参照。
　http://www.kumazawa.jp/
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【県立茅ヶ崎里山公園】茅ヶ崎市芹沢１０３０
■アクセス
○ＪＲ　茅ヶ崎駅北口、又は小田急／相鉄／横浜市営地下鉄
湘南台駅西口よりバス「芹沢入口」下車、徒歩５分

○ＪＲ相模線香川駅前よりコミュニティバス「里山公園」下
車（運賃障害者割引有。ダイヤ、ルート等詳細はＨＰ参照。）
http://www.city.chigasaki.kanagawa.jp/hewsection/to 
shiseisaku/ebosigouhp/eboshi_top.html/

■駐車場／東駐車場　４２台
　西駐車場１９６台　（車椅子スペース１５台有）
■問合せ
　県立茅ヶ崎里山公園管理事務所　�０４６７－５０－６０５８
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大
磯
町
の
巻

〜
湘
南
発
祥
の
地
・
協
働
の
模
索

連連載載

　

大
磯
が
「
湘
南
」
と
い
う
名
称
の
発
祥

の
地
で
あ
る
こ
と
は
、
意
外
と
知
ら
れ
て

い
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
六
六
四
年

頃
、
祟
雪
と
い
う
人
物
が
歌
人
西
行
を
慕

っ
て
大
磯
の
鴫
立
沢
に
草
庵
を
結
び
、
立

て
た
標
石
に
刻
ん
だ
文
字
「
湘
南
」
が
は

じ
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
八

八
五
年
、
軍
医
に
よ
り
日
本
初
の
海
水
浴

場
が
開
か
れ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

県
中
央
南
部
に
位
置
す
る
大
磯
町
は
、

丘
陵
部
が
六
十
五
％
を
占
め
る
一
方
、
海

岸
沿
い
に
流
れ
る
暖
流
の
影
響
で
温
暖
な

気
候
を
も
つ
地
域
で
す
。

　

こ
こ
数
年
、
町
議
会
議
員
の
女
性
の
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
七
月
に

は
、
議
員
定
数
一
四
人
の
う
ち
八
人
が
女

性
と
な
り
、
過
半
数
を
上
回
り
ま
し
た
。

町
の
福
祉
拠
点
�
さ
ざ
れ
石
�

　

平
成
六
年
十
一
月
に
開
所
し
た
大
磯
町

立
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
さ
ざ
れ
石
」
は
、
Ｊ

Ｒ
大
磯
駅
か
ら
徒
歩
十
分
の
場
所
に
あ
り

ま
す
。
大
磯
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務

室
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
、
会
議
室
、
相
談

室
、
ケ
ア
セ

ン
タ
ー
、
地

域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
な

ど
が
入
っ
て

お
り
、
町
の

福
祉
拠
点
の

一
つ
と
い
え

ま
す
。

事
業
型
社
協
の
心
意
気

　

大
磯
町
社
協
の
目
下
の
課
題
は
地
域
福

祉
活
動
計
画
の
策
定
で
す
。
地
域
福
祉
を

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
を
と
ら
え
な
が

ら
、
大
磯
町
に
合
っ
た
地
域
福
祉
の
推
進

を
ど
の
よ
う
に
は
か
っ
て
い
く
か
に
、
関

係
者
は
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
大
磯
町
社
協
は
、
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
実
施
を
基
幹
に
据
え
て
事
業

展
開
を
は
か
っ
て
き
た
典
型
的
な
事
業
型

社
協
と
し
て
地
域
に
根
づ
い
て
き
ま
し

た
。
高
い
高
齢
化
率
と
、
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
が
入
り
に
く
い
地
理
的
条
件
は
、
町
社

協
に
在
宅
福
祉
ニ
ー
ズ
を
受
け
止
め
る
主

体
と
し
て
、
多
く
を
求
め
て
き
た
の
で
し

た
。
そ
れ
が
介
護
保
険
制
度
の
開
始
、
社

会
福
祉
法
へ
の
改
正
を
経
る
中
で
、
町
行

政
な
ど
か
ら
事
業
体
系
や
事
業
の
比
重
に

つ
い
て
問
い
直
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。

　

日
常
生
活
圏
域
福
祉
活
動
へ
の
取
組

み
、
当
事
者
活
動
の
支
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
振
興
と
い
う
地
域
組
織
化
系
の

地
域
課
題
を
と
ら
え
つ
つ
、
厳
し
い
財
政

状
況
や
限
り
の
あ
る
職
員
体
制
は
、
在
宅

福
祉
サ
ー
ビ
ス
系
と
地
域
組
織
化
系
と
の

双
方
を
十
分
に
展
開
さ
せ
て
い
く
に
は
困

難
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
時
代

の
変
化
に
沿
い
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
系

を
縮
小
す
る
こ
と
は
、
量
的
な
ニ
ー
ズ
充

足
の
役
割
を
降
り
る
だ
け
で
な
く
、
ケ
ア

サ
ポ
ー
ト
の
モ
デ
ル
提
示
を
担
い
に
く
く

な
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
中

立
的
な
社
協
の
立
場
ゆ
え
に
様
々
な
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
間
の
信
頼
関
係
を
築
け
て
き

た
と
い
う
実
績
は
、
簡
単
に
他
者
に
移
譲

し
に
く
い
性
質
の
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　

シ
フ
ト
転
換
で
な
く
、
い
か
に
実
績
を

生
か
し
、
新
た
な
体
系
を
構
築
し
て
い
く

か
知
恵
が
絞
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
資
源
�

　

か
つ
て
の
町
長
が
「
大
磯
町
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
豊
か
に
な
っ
て
い
る
」
と
挨
拶

し
た
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。
町
の
福
祉

資
源
を
考
え
た
時
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い

か
に
欠
か
せ
な
い
存
在
に
な
っ
て
い
る
か

神
奈
川
の
福
祉
は
今
【
第
五
回
】

神
奈
川
の
福
祉
は
今　
【
第
五
回
】

面　積：１７．２３平方㎞
人　口：３２，７９９人（２００７年１月１日現在）
高齢化率：２３．４５％
施設数：高齢者福祉施設等１１
　　　　（特養・老健・グループホーム・デイサービスセンター等）
　　　　障害者福祉施設等１４

（更生施設・授産施設・支援施設・地域作業所等）
　　　　保育所２
　　　　児童養護施設１　児童自立支援施設１

大磯町
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を
表
し
た
言
葉
で
し
た
。

　

大
磯
町
に
は
食
に
関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
七
団
体
あ
り
ま
す
。
町
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
活
動
す
る
「
れ
ん
げ
の
会
」
は
、
社

協
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
昼
食
を
支
え
て
十

二
年
に
な
り
ま
し
た
。
十
九
人
の
仲
間
が

一
日
五
人
で
当
番
を
組
み
、
平
日
の
食
事

づ
く
り
と
利
用
者
の
話
し
相
手
を
担
っ
て

い
ま
す
。
Ａ
さ
ん
、
Ｂ
さ
ん
、
Ｃ
さ
ん
。

一
人
ひ
と
り
の
個
性
と
つ
き
あ
う
喜
び

は
、「
自
分
た
ち
が
年
を
と
っ
た
時
に
来

た
い
場
所
に
し
た
い
」
と
の
思
い
に
通
じ

て
い
ま
す
。「
や
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と

は
な
い
」
と
、
会
の
設
立
時
か
ら
関
わ
っ

て
き
た
メ
ン
バ
ー
は
楽
し
そ
う
に
話
し
ま

す
。
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　８月２４日夜、大勢の地域の人たち
がホームの庭に集い、今年も「共生
会盆踊り大会」がにぎやかに行われ
ました。
　毎年８月末の恒例となったこの行
事は、町内会、子供会、ボランティ
アさんなどの協力を得て開催されま
す。ホーム入居者を含む大人たちは
夏を惜しみ、子ども達は夏休みの思
い出作りにと、縁日、盆踊り、勇壮
な太鼓のアトラクションを一緒に大
いに楽しみます。
　この盆踊り大会は、８月第１火曜
日（今年は８月７日でした）のホー
ム屋上を開放しての「江の島花火大
会鑑賞会」と併せて、「共生」をしみ
じみと感じさせられる夏の大イベン
トとなっています。
　ホーム入居者だけで行っていた行
事ですが、地域にも案内をするよう
になって年々参加者が増え、「楽し
みに待っているんですよ」との声が
多く聞かれます。
　地域のお祭りごとなどが少なくな
っていることも盛り上がりの要因の
ひとつと思われますが、老人ホーム
・福祉施設などが、地域と離れた存
在ではないという意識のあらわれだ
とも感じています。

ひと・ネットワーク
ひと・ネットワーク179

「共生」社会をめざして
～夏の行事に思う～

社会福祉法人共生会
藤沢特別養護老人ホーム
施設長代理　垣見凌子

　

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
知
恵
と
経
験
、
社
協

職
員
の
情
報
と
調
整
力
が
、
大
磯
の
協
働

の
ス
タ
イ
ル
を
つ
く
っ
て
き
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
の
協
働

　

大
磯
町
に
は
五
つ
の
社
会
福
祉
法
人
が

あ
り
ま
す
。
児
童
福
祉
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
サ

ン
ダ
ー
ス
ホ
ー
ム
、
高
齢
者
福
祉
の
大
磯

恒
道
会
、
障
害
福
祉
の
素
心
会
、
お
お
い

そ
福
祉
会
、
そ
し
て
町
社
協
で
す
。
人
口

三
万
人
の
町
に
こ
の
よ
う
に
複
数
の
種
別

の
社
会
福
祉
法
人
が
揃
っ
て
い
る
こ
と

は
、
ひ
と
つ
の
特
長
で
す
。

　

知
的
障
害
者
施
設
で
あ
る
素
心
学
院
の

萩
原
勝
己
施
設
長
は
、
福
祉
改
革
の
渦
中

に
あ
っ
て
こ
の
特
長
に
注
目
し
て
い
ま

す
。「
平
成
十
五
年
に
町
か
ら
委
託
さ
れ

た
相
談
事
業
で
、
地
域
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

を
あ
ら
た
め
て
知
り
ま
し
た
」、「
市
場
原

理
を
認
識
し
つ
つ
、
社
会
福
祉
法
人
な
ら

で
は
の
ニ
ー
ズ
充
足
を
大
切
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
法
人
同
士
の

具
体
的
な
連
携
は
有
効
で
す
」
と
話
し
ま

す
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

今
後
、
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
策
定
を

す
す
め
る
中
で
、
大
磯
町
が
一
体
と
な

り
、
よ
り
一
層
の
地
域
力
の
向
上
が
図
ら

れ
る
こ
と
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
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ひろば�

県社協�

ひろば�
の�

□
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

受
託
社
協
情
報
交
換
会

　

去
る
八
月
一
日
（
水
）、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
（
以
下
、「
包
括
セ
ン
タ
ー
」
と

い
う
）
を
運
営
す
る
社
協
の
実
務
担
当
者

に
よ
る
情
報
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た

（
市
町
村
社
協
部
会
主
催
）。

　
「
包
括
セ
ン
タ
ー
の
事
業
実
施
状
況
や

実
務
上
の
問
題
を
気
軽
に
情
報
交
換
で
き

る
場
が
欲
し
い
」と
い
う
要
望
を
受
け
、平

成
十
八
年
三
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の

で
、今
回
が
三
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

県
内
に
は
二
百
六
十
七
カ
所
（
平
成
十

九
年
四
月
末
現
在
）
の
包
括
セ
ン
タ
ー
が

あ
り
ま
す
が
、
う
ち
三
十
一
カ
所
を
十
六

の
社
協
が
運
営
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
十

四
社
協
か
ら
十
八
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
①
全
国
の
動
向
の
把

握
、
②
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
し
た

情
報
交
換
、
と
い
う
構
成
で
す
。

　

ま
ず
、全
社
協
報
告
書「
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
サ

ポ
ー
ト
と
の
連
携
に
つ
い
て
」
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査
を
担
当
し
た
中
村
敦
氏
（
桜
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
主
任
研
究
員
）
よ
り
、
各
地

の
包
括
セ
ン
タ
ー
の
事
業
実
施
状
況
と
社

協
を
含
む
他
機
関
と
の
関
係
に
つ
い
て
報

告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
と
え
ば
山
形

市
社
協
で
は
、
社
協
運
営
の
包
括
セ
ン
タ

ー
だ
け
で
は
な
く
、
他
法
人
の
包
括
セ
ン

タ
ー
の
活
動
エ
リ
ア
に
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ワ
ー
カ
ー
と
し
て
担
当
職
員
を
配
置
し
、

地
域
福
祉
推
進
の
観
点
か
ら
各
包
括
セ
ン

タ
ー
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

事
例
を
通
じ
て
、
他
主
体
と
の
関
り
方
を

整
理
す
る
必
要
が
提
起
さ
れ
ま
し
た
。　

　

続
く
情
報
交
換
は
、
①
介
護
予
防
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
総
合
相
談
支
援
事
業
な

ど
包
括
的
支
援
事
業
の
実
施
状
況
や
課

題
、
②
関
係
機
関
・
団
体
と
の
協
働
、
③

社
協
包
括
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
取
組
み
の

方
向
性
な
ど
、
幅
広
い
内
容
と
な
り
ま
し

た
。

　

平
成
十
八
年
度
当
初
は
、
介
護
予
防
プ

ラ
ン
作
成
に
係
る
委
託
先
と
の
調
整
の
難

し
さ
を
問
題
に
挙
げ
る
包
括
セ
ン
タ
ー
が

多
く
を
占
め
ま
し
た
が
、
現
在
は
減
少
し

て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
、
要
支
援
及
び
要

介
護
状
態
に
な
る
恐
れ
の
あ
る
特
定
高
齢

者
は
基
準
緩
和
後
も
利
用
が
伸
び
ず
、
介

護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
結
び
付
き
に
く
い

と
い
う
問
題
が
複
数
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
働
と
い
う
面
で
は
、
大
磯
町
、
二
宮

町
の
「
湘
南
ウ
ェ
ス
ト
大
磯
二
宮
介
護
保

険
事
業
者
連
絡
会
」
に
お
け
る
事
例
検
討

や
情
報
交
換
の
よ
う
に
、
市
町
村
域
を
越

え
て
包
括
セ
ン
タ
ー
と
介
護
保
険
事
業
者

等
と
の
連
携
が
進
ん
で
き
て
い
る
状
況

や
、
権
利
擁
護
相
談
及
び
各
種
セ
ミ
ナ
ー

の
利
用
増
を
期
待
し
て
、
職
員
が
自
治
会

や
地
区
社
協
へ
積
極
的
に
出
向
き
Ｐ
Ｒ
に

努
め
て
い
る
様
子
な
ど
も
う
か
が
え
ま
し

た
。
ま
た
、
基
幹
的
役
割
を
ふ
ま
え
た
川

崎
市
社
協
・
包
括
セ
ン
タ
ー
調
整
課
の
研

修
、
相
談
、
情
報
提
供
等
を
通
じ
た
市
内

包
括
セ
ン
タ
ー
へ
の
総
合
的
な
支
援
も
関

心
を
集
め
ま
し
た
。

☆　
　
　

☆　
　
　

☆

　
「
地
区
社
協
や
自
治
会
等
、
地
域
の
機

関
・
団
体
と
の
協
働
を
進
め
、
そ
の
有
用

性
を
他
の
包
括
セ
ン
タ
ー
へ
伝
え
る
こ
と

が
大
切
」、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
民
生
委
員

等
、
既
存
の
社
会
資
源
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
活
か
し
た
要
援
護
者
支
援
を
」な
ど
、

社
協
が
運
営
す
る
包
括
セ
ン
タ
ー
な
ら
で

は
の
特
色
を
活
か
し
た
取
組
み
の
必
要

が
、
参
加
者
か
ら
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　

社
協
と
包
括
セ
ン
タ
ー
事
業
は
共
通
項

も
多
く
、
役
割
分
担
な
ど
の
課
題
は
あ
り

ま
す
が
、
地
域
福
祉
推
進
の
観
点
か
ら
、

両
者
が
協
働
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
再
確

認
さ
れ
ま
し
た
。（

市
町
村
社
協
支
援
担
当
）
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□
新
潟
県
中
越
沖
地
震
被
災
地
へ 

職
員
派
遣
（
報
告
）

　

七
月
に
起
き
た
新
潟
県
中
越
沖
地
震
に

つ
い
て
、新
潟
県
社
協
か
ら
関
東
甲
信
越
静

ブ
ロ
ッ
ク
内
の
都
県
指
定
都
市
社
協
に
、

「
災
害
時
の
相
互
支
援
に
関
す
る
協
定
」に

基
づ
く
支
援
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
七
月
二
十
三
日
〜
二
十
六

日
、八
月
四
日
〜
七
日
、同
二
十
一
日
〜
二

十
四
日
、
同
二
十
四
日
〜
二
十
七
日
の
四

回
に
分
け
て
職
員
を
派
遣
し
ま
し
た
（
計

七
人
）。
ま
た
市
町
村
社
協
の
協
力
も
得
、

七
月
三
十
一
日
〜
八
月
四
日
に
は
逗
子
市

社
協
と
三
浦
市
社
協
か
ら
、
八
月
二
十
四

日
〜
二
十
七
日
に
は
伊
勢
原
市
社
協
か
ら

職
員
が
派
遣
さ
れ
ま
し
た
（
計
三
人
）。

　

支
援
先
は
新
潟
県

柏
崎
市
社
協
・
柏
崎

市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
と
同
西

山
支
所
で
す
。
全
国

か
ら
派
遣
さ
れ
た
社

協
職
員
は
、
初
め
て
の
顔
合
わ
せ
と
は
思

え
な
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
し
な
が

ら
、
各
々
状
況
に
合
わ
せ
た
運
営
支
援
を

行
い
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
、
大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
を
継
続
的
に
長
期
間
受
け
入
れ

る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
う
な
ど
、
社
協

の
専
門
性
を
生
か
し
た
支
援
が
随
所
で
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

　

被
災
者
（
自
宅
全
壊
）
で
あ
る
福
祉
職

の
市
役
所
職
員
が
、「
民
生
委
員
に
よ
る

日
頃
の
地
道
な
活
動
が
非
常
に
役
立
っ

た
」
と
、
自
ら
の
体
験
を
語
っ
て
い
た
よ

う
に
、
日
常
の
取
組
み
の
積
み
重
ね
が
い

ざ
と
い
う
と
き
に
力
を
発
揮
し
ま
す
。

　

平
時
に
築
い
た
住
民
と
の
信
頼
関
係
や

社
協
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
が
効
果
的
に

支
援
活
動
に
役
立
っ
て
い
た
こ
と
を
ふ
ま

え
、
本
会
で
も
引
き
続
き
災
害
時
に
も
対

応
で
き
る
地
域
福
祉
を
念
頭
に
、
取
組
み

を
進
め
て
参
り
ま
す
。

※
次
号
以
降
に
活
動
報
告
を
掲
載
す
る
予

定
で
す
。

柏崎市災害ボランティアセンター西山
支所に隣接した避難所では、岩手から
来た大学生ボランティアグループと被
災者がくつろいで話していました
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★
あ
ず
さ
の
１

０
５
９
日
〜
ト
ネ
さ
ん
の
そ
れ
ゆ
け

福
祉
日
記
（
利
根
川
茂
、
文
芸
社
）

役
場
の
福
祉
担
当
や
町
社
会
福
祉
協

議
会
の
事
務
局
長
を
経
験
し
た
著
者

の
半
生
と
、
重
い
心
臓
病
を
持
っ
て

生
ま
れ
た
我
が
子
の
闘
病
生
活
を
綴

っ
た
一
冊
。
後
半
に
は
、「
神
静
民

報
」
に
連
載
さ
れ
た
コ
ラ
ム
記
事
四

十
五
編
を
収
録
し
て
い
ま
す
。

★
私
た
ち
の
指
導
計
画
２
０
０
７　

３

・
４
・
５
歳
児（
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
）

★
社
会
福
祉
施
設
・
事
業
者
の
た
め
の

労
働
基
準
法　

均
等
法
、
育
休
・
介
休

法
等
Ｑ
＆
Ａ　

２
０
０
７
年
版
（
東
京

都
社
会
福
祉
協
議
会
）

★
ホ
ー
ム
・
ビ
ジ
テ
ィ
ン
グ
訪
問
型
子

育
て
支
援
の
実
際
〜
英
国
ホ
ー
ム
ス
タ

ー
ト
の
実
践
方
法
に
学
ぶ
（
西
郷
泰
之

著
、
筒
井
書
房
）

★
小
規
模
多
機
能
ケ
ア
実
践
の
理
論
と

方
法
（
平
野
隆
之
、
高
橋
誠
一
、
奥
田

佑
子
著
、
全
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

★
ひ
と
工
夫
、
わ
が
家
も
バ
リ
ア
フ
リ

ー
〜
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
、
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
で
こ
こ
ま
で
で
き
る
（
西
尾
昌

浩
、
大
塚
順
子
、
永
野
浩
子
、
小
野
理

映
子
著
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

★
介
護
リ
ー
ダ
ー
の
条
件
〜
介
護
現
場

を
変
え
た
８
人
か
ら
の
報
告
（
上
野
文

規
、
下
山
名
月
編
、
雲
母
書
房
）

★
す
べ
て
は
「
よ
い
介
護
」
か
ら
始
ま

っ
た
〜
時
代
と
人
を
つ
か
む
施
設
経
営

（
大
内
俊
一
著
、
筒
井
書
房
）

★
ニ
コ
リ
・
グ
ッ
ト
で
い
こ
う
。
〜
超

高
齢
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト

（
水
野
肇
監
修
、
小
坂
善
治
郎
、
リ
ベ

ル
タ
ス
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
編
、
厚

生
科
学
研
究
所
）　
　
　
　

ほ
か
３
冊

業
報
告
書
（
平
成　

年
度
）（
茅
ヶ
崎
市

19

保
健
福
祉
部
子
育
て
支
援
課
）

★
平
成　

年
度　

一
年
の
あ
ゆ
み
（
平

18

塚
ふ
じ
み
園
）

★
地
域
福
祉
推
進
に
関
す
る
提
言
２
０

０
７
（
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
）

★
保
育
園
を
利
用
し
て
い
る
親
の
子
育

て
支
援
ニ
ー
ズ
に
関
す
る
分
析
と
提
言

〜
親
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
自
由
記
述
」

の
分
析
か
ら
〜
（
東
京
都
社
会
福
祉
協

議
会
）

★
男
女
共
同
参
画
時
代
に
お
け
る
子
育

て
支
援
者
養
成
ガ
イ
ド
（
日
本
女
性
学

習
財
団
）

★
交
通
事
故
や
脳
卒
中
な
ど
に
よ
る
高

次
脳
機
能
障
害
が
あ
る
人
と
一
緒
に
働

く
た
め
に
（
神
奈
川
県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー
・
神
奈
川
県
保

健
福
祉
部
）

★
協
働
の
た
め
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
〜
協

働
を
進
め
る　

の
ヒ
ン
ト
（
か
な
が
わ

50

協
働
推
進
会
議
）

ほ
か
５
冊

資　
　
　
　

料

図　
　
　
　

書
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「福祉情報資料室」をご利用ください！
　閲覧室のほか、文献検索、利用相談等
のサービスを行っています。
◆利用時間：月～金（第３金曜、祝日、年
末年始等を除く）の９時～１７時

◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５
　　　　　FAX０４５－３１３－９３４１
◆インターネットでの資料検索
　http://www.progress.co.jp/members/
　jinsyakyo/tosyo/

～「新着情報コーナー」をぜひご利用ください ! ～

�

★
社
会
福
祉
法
人
が

行
う
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
の
実
践

事
例
集（
東
京
都
社
会
福
祉
協
議
会
）

社
会
福
祉
法
人
の
今
後
あ
る
べ
き
姿

を「
地
域
福
祉
」
の
中
に
見
据
え
、
東

京
都
内
外
の
創
意
工
夫
に
富
ん
だ
実

践
二
十
二
例
を
紹
介
。
中
に
は
法
人

単
体
で
は
な
く
地
域
全
体
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
、
ひ
と
つ
の
福
祉
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

★
地
方
分
助
成
事
業
に
お
け
る
事
務
の

都
道
府
県
別
運
用
実
態
等
か
ら
見
た
効

果
的
な
助
成
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査

研
究
報
告
書
（
福
祉
医
療
機
構
）

★
自
殺
総
合
対
策
大
綱
（
内
閣
府
）

★
介
護
支
え
合
い
相
談
・
研
究
事
業
報

告
書
（
国
際
長
寿
セ
ン
タ
ー
）

★
平
成　

年
度
茅
ヶ
崎
市
療
育
相
談
事

18

『心にナイフを
しのばせて』

奥野修司著

私のおすすめの１冊私のおすすめの１冊

県共同募金会
常務理事　大谷義輝

　昭和４４年春、川崎の私立高校で、１年

生の少年が同級生に首を切り落とされ

る事件が起きました。以来、寡黙だった

被害者の父親は一層寡黙に、母親は心を

病み、妹もリストカット事件を起こすな

ど、ズタズタに引き裂かれた家族の後遺

症を描いたノンフィクションです。

　一方で、加害少年は名前を変え弁護士

として社会復帰、地方の名士として活躍

しているとのことです。その落差。

　少年法は、少年の将来の更生を可能に

するためのものでしょう。その意味で、

少年法は立派に機

能したといえま

す。しかし、謝罪

もせず、被害家族

が被った心の傷を

逆なでする加害少

年の生き方に、釈

然としない思いが

残りました。

２００６年８月刊
定価１，６５０円（税込）
文芸春秋社
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一般家庭から大型ビルまで�
最新のエレクトロ技術によ�
り安心と安全を提供します。

京浜警備保障株式会社�

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内�
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

谷　口　　榮�
谷　口　嘉　弘�

代表取締役会長�

代表取締役社長�

第　

回
国
際
福
祉
機
器
展
H　
C　
R　2007

53

　

世
界　

カ
国
・
地
域
か
ら
約
５
７
０
社
、

１６

約
２
万
５
千
点
の
福
祉
機
器
が
出
展
さ
れ

ま
す
。
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
講
座
、
特
別
セ
ミ
ナ
ー
「
福
祉
機
器

〜
選
び
方
・
使
い
方
」、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

各
種
、
特
別
展
示
「
障
害
児
の
た
め
の
子

ど
も
広
場
」
他
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

◇
日
時
＝　

月
３
日
（
水
）
〜
５
日
（
金
）、

１０

各
日　

時
〜　

時

１０

１７

◇
会
場
＝
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
ゆ
り
か

も
め
・
国
際
展
示
場
正
門
駅
）

◇
参
加
費
＝
無
料

◇
問
合
先
＝
保
健
福
祉
広
報
協
会　

�　
０３

－

３
５
８
０－

３
０
５
２

福
祉
用
具
の
日
記
念
イ
ベ
ン
ト　

か
な

in

が
わ

　

十
月
一
日
の
福
祉
用
具
の
日
を
記
念
し

て
、
講
演
会
「
介
護
保
険
法
改
正
そ
の
後

〜
規
制
緩
和
の
後
、
現
場
は
ど
う
受
け
止

め
た
か
」
望
月
彬
也
氏
、
福
祉
用
具
展
示

・
試
用
体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時
＝　

月　

日（
水
）　

時
〜　

時　

１０

１０

１３

１６

３０

分◇
会
場
＝
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー　

２

階
ホ
ー
ル

◇
対
象
＝
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
医
療
福
祉

関
係
者
、
関
心
の
あ
る
一
般
の
方

◇
定
員
＝
百
名
（
先
着
順
）

◇
参
加
費
＝
無
料

◇
申
込
締
切
＝
９
月　

日（
日
）

３０

◇
問
合
先
＝
本
会
と
も
し
び
運
動
推
進
担

当
�　

－

　

－

１
１
２
１
内
線
３
２
０
４

０４５

３１２

日
本
精
神
衛
生
学
会
第　

回
大
会

23

　
「
い
じ
め
を
生
む
社
会
」を
テ
ー
マ
に
開

催
し
ま
す
。
講
演
「
い
じ
め
を
集
団
の
中

で
ど
う
解
決
す
る
か
」、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
併
せ
て
、「
教
師
・
保
健
師
な
ど
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
に
で
き
る
自
殺
予
防
活
動
の
演

習
」、「
発
達
障
害
を
も
つ
子
の
親
へ
の
支

援
」
な
ど
六
つ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行

わ
れ
ま
す
。

◇
日
時
＝　

月
９
日（
金
）〜　

日（
日
）

１１

１１

◇
会
場
＝
立
正
大
学
、
ゆ
う
ぽ
う
と
（
Ｊ

Ｒ
大
崎
駅
ま
た
は
五
反
田
駅
）

◇
参
加
費
＝
当
日
八
千
円
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
一
コ
マ
四
千
円

◇
申
込
締
切
＝
９
月　

日（
日
）

３０

◇
問
合
先
＝
大
会
事
務
局　

�　

－

３
９

０３

８
２－

２
６
７
６

平
成　

年
度
社
会
福
祉
事
業
研
究
開
発

20

基
金
助
成

　

社
会
福
祉
に
関
す
る
処
遇
技
術
の
開
発

等
、
先
駆
的
・
開
発
的
事
業
に
対
す
る
助

成
を
公
募
し
ま
す
。

◇
助
成
額
＝
１
件
の
上
限　

万
円
、
※
別

５０

途
、
上
限　

万
円
の
特
別
助
成
あ
り
。

１００

◇
助
成
件
数
＝　

件
程
度

１５

◇
締
切
＝
９
月　

日（
日
）書
類
必
着　

３０

◇
選
考
・
決
定
＝
決
定
は　

月
、
助
成
は

１２

平
成　

年
１
月
の
予
定

２０

◇
問
合
先
＝
住
友
信
託
銀
行
年
金
信
託
部

業
務
企
画
チ
ー
ム
気
付　

助
成
申
込
係

�　

－

３
４
９
７－

１
４
０
８

０３
平
成　

年
度
福
祉
医
療
機
構
助
成
事
業

20

　

①
高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
基
金
、
②
子

育
て
支
援
基
金
、
③
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
支

援
基
金
の
各
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
事
業
に

つ
い
て
地
方
分
助
成
を
募
集
し
ま
す
。

◇
助
成
対
象
＝
社
会
福
祉
の
振
興
に
寄
与

す
る
事
業
を
行
う
法
人
ま
た
は
団
体
で
、

助
成
事
業
の
体
制
が
整
っ
て
い
る
法
人
ま

た
は
団
体

◇
助
成
額
＝
１
事
業
年
度　

万
円

２００

◇
締
切
＝　

月　

日（
水
）当
日
消
印
有
効

１０

３１

◇
募
集
要
領
等
＝

h
ttp://w

w
w
.w
am
.go.jp/w

am
/gy

oum
u/kikinjigyou/index.htm

l

◇
問
合
先
＝
本
会
と
も
し
び
運
動
推
進
担

当
�　

－

　

－

１
１
２
１
（
県
域
団
体
）、

０４５

３１２

横
浜
市
社
協
横
浜
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
�　

－

　

－

８
６
２
０
（
横
浜
市
内

０４５

２０１

団
体
）、
川
崎
市
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
振
興
セ
ン
タ
ー
�　

－

　

－

８
７
１
８

０４４

７３９

（
川
崎
市
内
団
体
）

寄
付
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
一
般
寄
付
金
】
▽
広
瀬
公
子
▽
脇
隆
志

【
と
も
し
び
基
金
】
▽
Ｌ
プ
ラ
ザ
と
も
し

び
シ
ョ
ッ
プ
▽
神
奈
川
県
障
害
者
就
労
相

談
セ
ン
タ
ー
▽
県
立
麻
生
擁
護
学
校
▽
新

鮮
組
平
台
店
▽
県
立
藤
沢
養
護
学
校
▽
そ

う
て
つ
ロ
ー
ゼ
ン
港
南
台
店
▽
フ
ジ
善
行

店
▽
沖
山
英
子
▽
菅
井
良
幸
▽
渡
辺
文
子

　
（
計
、
一
八
三
、
七
四
三
円
）

【
寄
付
物
品
】
▽
神
奈
川
県
定
年
問
題
研

究
会
▽
と
も
し
び
製
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
Ｏ

Ｂ
会
▽
斎
藤
真
理
子　
　
　
　
（
敬
称
略
）

.

.

.
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発
行
日　

２
０
０
７
年（
平
成　

年
）９
月　

日　

毎
月
１
回　

日
発
行　
　

発
行
所　

〒　

－
０
８
４
４　

横
浜
市
神
奈
川
区
沢
渡
４
番
地
の
２

１９

１５

１５

２２１

社
会
福
祉
法
人　

神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会　

T
E
L　

－

　

－

１
４
２
３　

F
A
X　

－

　

－
６
３
０
２　
　

編
集
発
行
人　

米
倉
孝
治　
　

印
刷
所　

株
式
会
社　

神
奈
川
機
関
紙
印
刷
所

０４５

３１１

０４５

３１２

�
は
ざ
ま
の
障
害
�支
援
に
向
け
新
し
い
拠
点
が
ス
タ
ー
ト

高
次
脳
機
能
障
害
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

ス
ペ
ー
ス
ナ
ナ
（
厚
木
市
）

高
次
脳
機
能
障
害
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー　

ス
ペ
ー
ス
ナ
ナ　

厚
木
市
愛
甲
４
５
９－
６　

柏
柳
ビ
ル

１
階
Ｂ
号
室　

�　

－
　

－

０
２
２
１

０４６

２９０

　

高
次
脳
機
能
障
害
と
は
、
交
通
事
故

な
ど
で
脳
が
損
傷
を
受
け
て
起
こ
る
障

害
で
す
。
見
え
に
く
い
障
害
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、記
憶
・
注
意
・
思
考
・
言
語
な

ど
の
認
知
機
能
に
障
害
を
き
た
し
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
脳
外
傷
友
の
会「
ナ
ナ
」

（
以
下「
ナ
ナ
の
会
」）は
、高
次
脳
機
能

障
害
の
当
事
者
と
家
族
会
、
病
院
ス
タ

ッ
フ
が
と
も
に
立
ち
上
げ
た
団
体
で
す
。

　

Ｗ
Ａ
Ｍ
（
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療

機
構
）
の
助
成
を
受
け
、
去
る
六
月
に

新
た
な
拠
点
「
高
次
脳
機
能
障
害
ピ
ア

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

ス
ペ
ー
ス
ナ

ナ
」（
以
下
「
ス
ペ
ー
ス
ナ
ナ
」）
を
開

所
し
ま
し
た
。

新
た
な
活
動
拠
点

　

ス
ペ
ー
ス
ナ
ナ
は
十
名
定
員
で
現
在
二

十
八
〜
四
十
八
歳
の
利
用
者
が
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
多
様
で
、
脳
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
野
外
活
動
、
料
理
体
験
等
を
通

じ
、
認
知
能
力
の
向
上
及
び
社
会
性
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

さ
ん
は
、「
三

年
で
利
用
者
の

特
徴
や
必
要
と

す
る
支
援
が
何

か
を
つ
か
め
ま

し
た
」
と
成
果

を
明
ら
か
に
す
る
一
方
、「
利
用
者
と

も
っ
と
ゆ
っ
く
り
話
す
時
間
と
場
所
が

欲
し
い
で
す
ね
」
と
次
の
課
題
を
見
据

え
て
い
ま
す
。
す
て
っ
ぷ
な
な
で
の
経

験
を
ふ
ま
え
て
開
所
し
た
ス
ペ
ー
ス
ナ

ナ
は
、
高
次
脳
機
能
障
害
支
援
の
も
う

ひ
と
つ
の
あ
り
様
だ
と
い
え
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
の
開
拓
を
目
指
し
て

　

ナ
ナ
の
会
の
理
事
長
で
あ
る
大
塚
由

美
子
さ
ん
は
、「
高
次
脳
機
能
障
害
の

方
の
社
会
生
活
に
は
、
い
つ
で
も
相
談

で
き
、
す
ぐ
に
具
体
的
な
サ
ポ
ー
ト
に

つ
な
げ
ら
れ
る
支
援
が
必
要
で
す
」
と

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
開
設
も
視
野
に
入
れ

た
支
援
体
制
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

　

県
域
の
支
援
拠
点
と
し
て
ス
ペ
ー
ス

ナ
ナ
の
開
所
を
き
っ
か
け
に
、ま
た
大
き

な
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

所
長
の
本
間
真
司
さ
ん
は
、「
運
動
療

法
も
取
り
入
れ
た
い
で
す
ね
」
と
意
欲

を
語
り
ま
す
。「
高
次
脳
機
能
障
害
は

軽
い
障
害
に
見
ら
れ
や
す
く
多
く
の
サ

ー
ビ
ス
が
制
度
に
結
び
つ
き
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
当
事
者
や
家
族
会
主
体
で

居
場
所
や
活
動
場
所
を
提
供
し
て
い
き

た
い
の
で
す
。

今
後
は
二
十
四

時
間
対
応
の
相

談
拠
点
も
担
っ

て
い
け
れ
ば
」

と
抱
負
を
も
っ

て
い
ま
す
。

作
業
所
の
経
験
を
活
か
し
て

　

ナ
ナ
の
会
で
は
、
ス
ペ
ー
ス
ナ
ナ
以

前
に
首
都
圏
唯
一
の
高
次
脳
機
能
障
害

専
用
の
作
業
所
「
す
て
っ
ぷ
な
な
」（
横

浜
市
都
筑
区
）を
立
ち
上
げ
て
い
ま
す
。

そ
の
三
年
間
の
運
営
経
験
は
ス
ペ
ー
ス

ナ
ナ
開
所
へ
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

　

す
て
っ
ぷ
な
な
所
長
の
野
々
垣
睦
美

スペースナナの明るい室内。
リラックスして話ができます

すてっぷなな特製の犬用クッ
キーは種類も多く大人気
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